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No. 事業所の強みだと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 児童一人ひとりの様子を把握しやすく、柔軟に対応で
きること。

送迎時やHUG、電話等で保護者と日常的に情報共有
し、急な予定変更や相談にも可能な範囲で対応してい

る。

職員間で児童の変化を共有し、個々に応じた支援を継続す

る。

2 制作・運動・遊び等、児童の得意や興味に合わせて活
動を調整できること。

活動を一律にせず、児童の状態や興味に応じて内容や

難易度を調整している。

活動の選択肢を増やし、苦手な活動にも無理なく挑戦できる

段階設定を行う。

3 保護者との距離が近く、日々の様子を共有しやすいこ
と。

HUGへの写真掲載や職員紹介等を通じて、事業所の
様子が伝わるよう工夫している。

写真・文章を活用した情報発信を充実し、家庭と共通理解を

深める。

No. 事業所の弱みだと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 活動内容によっては教室が狭く、児童の動線や個別空
間を十分に確保しにくいこと。

物品や教材が増え、活動によって使用できるスペース

が限られることがある。

整理整頓、物品配置の見直し、外活動の活用等により活動ス

ペースを確保する。

2 保護者会等、保護者同士が交流する機会が十分でない
こと。

個別の相談対応を中心としており、保護者同士が顔を

合わせる機会を設けられていない。

保護者会や体験会等を検討し、情報交換や事業所理解につな

がる機会を設ける。

3 災害時の避難方法や訓練内容について、保護者への見
える化が十分でないこと。

訓練は実施しているが、避難先・対応手順等の周知方

法が十分でない。

避難先、災害種別ごとの対応、訓練内容をホームページや案

内文等で分かりやすく周知する。
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